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販売金額は 1兆 6823億円と、1996年時点の 6割程度にまで落ち込み、総部数




50 専修国文 第 96 号
出典：『出版指標年報 2014 年版』（全国出版協会・出版科学研究所、2014 年）p.3






















































































は、すでに 2005 年から 2007 年にかけて、携帯電話向け(※2）電子書籍市場の
急速な規模拡大と定着がみられていた。『出版指標年報』2009 年版および 2014
年版掲載のデータ(※3）によれば、2004 年時点で 12億円の規模だった携帯電話












































































































































































家デビューを積極的に支援しており、2014 年 9 月時点で 269 点(※15）の作品
が、54 社から刊行されていることが同サイト内で公表されている（http:
//syosetu.com/syuppan/list/）。





























「ニコニコ生放送」で開催された、第 151 回芥川賞・直木賞の発表（2014 年 7













































も同様の施策を行ってはいるが）twitter や Facebook を利用した継続的な読

















































































































































※11 投稿作品は応募登録時に付与される commucom.jp サービスアカウント
内でまとめられ、twitter サービスを通じてだれでも読むことができる。
※12 『出版指標年報 2014』（全国出版協会・出版科学研究所，2014 年）

























※23 2014 年 10 月 1 日のドワンゴとKADOKAWAの経営統合など、個々の
企画や施策だけでなく、経営・企業組織面でもウェブサービス企業と出
版社の連携が進みつつある。
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